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(57) Abstract: The objective of the present invention i s to provide a multiple-primary color liquid crystal display apparatus capa
ble of displaying attractive red and orange colors. The multiple-primary color liquid crystal display apparatus (100) o f the inven
tion comprises: a liquid crystal display panel (10) that has pixels each consisting o f a red subpixel (R), a green subpixel (G), a blue
subpixel i and a yellow subpixel (Ye); and a signal converter circuit (20) that converts input three-primary color video signals
to four-color video signals. I t i s assumed that the gray scale levels r , g and b o f the three primary colors, red, green and blue
(where r , g and b are integers between zero and 2 5〕 inclusive) are used t o render three-primary color video signals, which are i n
put t o the signal converter circuit, as (r, g , b ) and that when three-primary color video signals rendered as (255, 255, 255) are in
put, the brightness o f white displayed by the pixel i s 100 percent. Then, the signal converter circuit adjusts the levels o f four-color
video signals such that when three-primary color video signals rendered as (186, 0 , 0) are input to the signal converter circuit, the
brightness of red displayed by the red subpixel i s 6.5 percent or more.

(57) 要約：
[続葉有]



本 発 明 は 、 見 映 え の 良 い 赤 や オ レ ン ジ 色 を 表 示 す る こ と が で き る 多 原 色 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。 本 発 明 に よ る 多 原 色 液 晶 表 示 装 置 （1 0 0 ) は 、 赤 サ ブ 画 素 （R ) 、 緑 サ ブ 画 素
( G ) 、 青 サ ブ 画 素 （B ) お よ び 黄 サ ブ 画 素 （Y e ) か ら構 成 さ れ た 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル （1

0 ) と 、 入 力 さ れ た 三 原 色 映 像 信 号 を 4 色 映 像 信 号 に 変 換 す る 信 号 変 換 回 路 （2 0 ) と を 備 え る 。 信 号
変 換 回 路 に 入 力 さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 を 、 三 原 色 の 赤 、 緑 お よ び 青 の 階 調 レ ベ ル r、 g、 b ( そ れ ぞ れ 0 ~
2 5 5 以 下 の 整 数 で あ る ） を 用 い て （r, g, b ) と 表 し、 （255, 255,255 ) と 表 さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 が 入 力
さ れ た と き に 画 素 に よ っ て 表 示 さ れ る 白 の 輝 度 を 1 0 0 % と す る と 、 信 号 変 換 回 路 は 、 （186,0, 0 ) と 表
さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き 、 赤 サ ブ 画 素 に よ っ て 表 示 さ れ る 赤 の 輝 度 が 6 . 5 0/0 以 上 に な
る よ う に 、 4 色 映 像 信 号 の レベ ル を 調 整 す る 。



明 細 書

発明の名称 ：多原色液晶表示装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、液晶表示装置に関 し、特に、多原色液晶表示装置に関する。

背景技術

[0002] 現在、液晶表示装置をは じめとする種々の表示装置が様々な用途に利用さ

れている。一般的な表示装置では、光の三原色である赤、緑、青を表示する

3 つのサプ画素によって 1 つの画素が構成されており、そのことによって力

ラ一表示が可能になっている。

[0003] しか しなが ら、従来の表示装置は、表示可能な色の範囲 （「色再現範囲」

と呼ばれる。）が狭いという問題を有 している。図 9 に、三原色を用いて表

示を行 う従来の表示装置の色再現範囲を示す。図 9 は、 X Y Z 表色系におけ

る x y 色度図であ り、赤、緑、青の三原色に対応 した 3 つの点を頂点とする

三角形が色再現範囲を表 している。 また、図中には、 Po i nter によって明 らか

にされた、 自然界に存在する様々な物体の色 （非特許文献 1参照）が X 印で

プロッ トされている。図 9 か らわかるように、色再現範囲に含まれない物体

色が存在 しており、三原色を用いて表示を行 う表示装置では、一部の物体色

を表示することができない。

[0004] そこで、表示装置の色再現範囲を広 くするために、表示に用いる原色の数

を4 つ以上に増やす手法が提案されている。

[0005] 例 えば、特許文献 1 には、図 1 0 に示すように、赤を表示する赤サブ画素

R、緑を表示する緑サブ画素 G、青を表示する青サブ画素 B、 シ ア ンを表示

するシアンサプ画素 C 、マゼンタを表示するマゼンタサプ画素M および黄を

表示する黄サプ画素 Y e の 6 つのサプ画素によって 1 つの画素 P が構成され

た液晶表示装置 8 0 0 が開示されている。 この液晶表示装置 8 0 0 の色再現

範囲を図 1 1 に示す。図 1 1 に示すように、 6 つの原色に対応 した 6 つの点

を頂点とする六角形によって表される色再現範囲は、物体色をほぼ網羅 して



いる。このように、表示に用いる原色の数を増やすことによって、色再現範

囲を広 くすることができる。

[0006] また、特許文献 1 には、赤サブ画素 R、緑サブ画素G、青サブ画素 B およ

び黄サプ画素Y e の4 つのサプ画素によって 1 つの画素 Pが構成された液晶

表示装置や、赤サブ画素 R、緑サブ画素G、青サブ画素 B、 シアンサブ画素

C および黄サプ画素Y e の 5 つのサブ画素によって 1 つの画素 Pが構成され

た液晶表示装置も開示されている。 4 つ以上の原色を用いることにより、三

原色を用いて表示を行う従来の表示装置よりも色再現範囲を広 くすることが

できる。本願明細書では、 4 つ以上の原色を用いて表示を行う表示装置を 「

多原色表示装置」と総称 し、 4 つ以上の原色を用いて表示を行う液晶表示装

置を 「多原色液晶表示装置 （あるいは単に多原色 L C D ) 」と称する。また

、三原色を用いて表示を行う従来の一般的な表示装置を 「三原色表示装置」

と総称 し、三原色を用いて表示を行う液晶表示装置を 「三原色液晶表示装置

(あるいは単に三原色 L C D ) 」と称する。

[0007] 三原色表示装置に入力される映像信号の形式としては、 R G B フォーマツ

卜やY C C b フ才一マツ卜などが一般的である。これらのフ才一マツ卜の

映像信号は、 3 つのパラメータを含んでいる （いわば三次元信号である）の

で、表示に用いられる三原色 （赤、緑および青）の輝度が一義的に決定され

る。

[0008] 多原色表示装置で表示を行うためには、三原色表示装置用のフォーマ ッ ト

の映像信号を、より多くのパラメータ （4 つ以上のパラメータ）を含む映像

信号に変換する必要がある。 4 つ以上の原色に対応 したこのような映像信号

を、本願明細書では 「多原色映像信号」と称する。

[0009] 三原色表示装置用のフォ一マットの映像信号 （以下では 「三原色映像信号

」と称する。）で示される色を、 4 つ以上の原色を用いて表現する場合、そ

れぞれの原色の輝度は一義的には決まらず、輝度の組み合わせは多数存在す

る。従って、三原色映像信号を多原色映像信号に変換する方法は、一通りで

はなく、極めて任意性 （自由度）の高いものである。三原色映像信号を多原



色映像信号に変換する方法は、例えば、特許文献 2 および 3 に提案されてい

るが、勿論、 これ らに提案されている方法に限定されるものではな く、種々

の方法が考えられる。

先行技術文献

特許文献

[001 0] 特許文献1 ：特表 2 0 0 4 - 5 2 9 3 9 6 号公報

特許文献2 ：米国特許第 7 5 9 8 9 6 1 号明細書

特許文献3 ：米国特許第 7 4 3 6 9 9 6 号明細書

非特許文献

[00 11] 非特昌午文南犬1 ：M. R. Po i n t e r , The gamu t o f r ea L s u r face c o Lo r s , Co Lo r

Resea r c h and Ap l i cat i on, Vo L. 5 , No. 3 , pp. 145- 155 ( 1980)

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[00 12 ] 上述 したように、三原色映像信号を多原色映像信号に変換する方法として

は、種々の方法が考えられ、多原色表示装置に最適な信号変換手法はいまだ

見出されていない。多原色液晶表示装置に最適な信号変換手法についても同

様である。

[00 13 ] 本願発明者が、多原色液晶表示装置用の信号変換手法について検討 した結

果、単に三原色映像信号を多原色映像信号に変換するだけでは、表示される

赤やオ レンジ色の見映えが悪 くなることがわかつた。

[00 14 ] 本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、見映えの

良い赤ゃ才 レンジ色を表示することができる多原色液晶表示装置を提供する

と に

課題を解決するための手段

[00 15 ] 本発明による多原色液晶表示装置は、赤サブ画素、緑サブ画素、青サブ画

素および黄サプ画素から構成された画素を有する液晶表示/ 《ネル を備 えた多

原色液晶表示装置であって、入力された三原色映像信号を、前記赤サブ画素



に よ って表 示 され る赤、 前 記 緑 サ プ画 素 に よ って表 示 され る緑 、 前 記 青 サ プ

画 素 に よ って表 示 され る青 お よび前 記 黄 サ プ画 素 に よ って表 示 され る黄 に対

応 した 4 色 映像 信 号 に変 換 す る信 号 変 換 回路 を さ らに備 え、 前 記 信 号 変 換 回

路 に入 力 され る三 原 色 映像 信 号 を、 三 原 色 の 赤、 緑 お よび 青 の 階調 レベ ル r 、

g、 b ( そ れ ぞれ 0 以 上 2 5 5 以 下 の整 数 で あ る） を用 い て （r, g , b ) と表 し

、 (255, 255, 255) と表 され る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と きに前 記 画 素

に よ って表 示 され る 白の輝 度 を 1 0 0 % とす る と、 前 記 信 号 変 換 回路 は、 （1

86, 0 , 0 ) と表 され る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に

よ って表 示 され る赤 の輝 度 が 6 . 5 % 以 上 にな る よ うに、 4 色 映像 信 号 の レ

ベ ル を調 整 す る。

[001 6 ] あ る好 適 な実 施 形 態 に お い て、 前 記 信 号 変 換 回路 は、 （223, 0 , 0 ) と表 さ

れ る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ って表 示 され る

赤 の輝 度 が 9 . 7 % 以 上 にな る よ うに、 4 色 映像 信 号 の レベ ル を調 整 す る。

[001 7 ] あ る い は、 本 発 明 に よ る多 原 色 液 晶表 示 装 置 は、 赤 サ ブ画 素 、 緑 サ ブ画 素

、 青 サ プ画 素 お よび黄 サ プ画 素 か ら構 成 され た画 素 を有 す る液 晶表 示 / 《ネル

を備 え た 多 原 色 液 晶表 示 装 置 で あ って、 入 力 され た 三 原 色 映像 信 号 を、 前 記

赤 サ ブ画 素 に よ って表 示 され る赤、 前 記 緑 サ プ画 素 に よ って表 示 され る緑 、

前 記 青 サ プ画 素 に よ って表 示 され る青 お よび前 記 黄 サ プ画 素 に よ って表 示 さ

れ る黄 に対 応 した 4 色 映像 信 号 に変 換 す る信 号 変 換 回路 を さ らに備 え、 前 記

信 号 変 換 回路 に入 力 され る三 原 色 映像 信 号 を、 三 原 色 の 赤、 緑 お よび 青 の 階

調 レベ ル r 、 g、 b ( そ れ ぞれ 0 以 上 2 5 5 以 下 の整 数 で あ る） を用 い て （r, g

, b ) と表 し、 （255, 255, 255) と表 され る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と

きに前 記 画 素 に よ って表 示 され る 白の輝 度 を 1 0 0 % とす る と、 前 記 信 号 変

換 回路 は、 （223, 0 , 0 ) と表 され る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と き、 前 記

赤 サ ブ画 素 に よ って表 示 され る赤 の輝 度 が 9 . 7 % 以 上 にな る よ うに、 4 色

映像 信 号 の レベ ル を調 整 す る。

[001 8 ] あ る好 適 な実 施 形 態 に お い て、 前 記 信 号 変 換 回路 は、 赤 の 階調 レベ ル r が

1 8 6 以 上 で あ る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ つ



て表示される赤の輝度が 6 . 5 % 以上になるように、 4 色映像信号の レベル

を調整する。

[001 9] ある好適な実施形態において、前記信号変換回路は、赤の階調 レベル r が

2 2 3 以上である三原色映像信号が入力されたとき、前記赤サブ画素によつ

て表示される赤の輝度が 9 . 7 % 以上になるように、 4 色映像信号の レベル

を調整する。

[0020] ある好適な実施形態において、前記信号変換回路は、赤の階調 レベル r が

1 8 6 以上 2 2 3 以下である三原色映像信号が入力されたとき、前記赤サブ

画素によって表示される赤の輝度が 1 3 ( r / 2 5 5 ) ひ0 450/。以上 となるよう

に、 4 色映像信号の レベルを調整する。

[0021 ] ある好適な実施形態において、前記赤サブ画素、前記緑サブ画素、前記青

サプ画素および前記黄サプ画素の面積は互いに略等 しい。

[0022] ある好適な実施形態において、前記信号変換回路は、入力された三原色映

像信号に基づいて 4 色映像信号を生成する 4 色変換部 と、前記 4 色変換部 に

より得 られた 4 色映像信号の赤の階調 レベルを調整する赤 レベル調整部 と、

を有する。

発明の効果

[0023] 本発明によると、見映えの良い赤やオ レンジ色を表示することができる多

原色液晶表示装置が提供 される。

図面の簡単な説明

[0024] [ 図 1] 本発明の好適な実施形態における液晶表示装置 1 0 0 を模式的に示すプ

口ック図である。

[ 図2] ( a ) および （b ) は、液晶表示装置 1 0 0 が備える液晶表示パネル 1

0 の 1 つの画素を示す図である。

[ 図3] ( a ) および （b ) は、横軸 に赤の入力階調 レベルをとり、縦軸 に赤の

出力輝度 をとつたグラフであ り、液晶表示装置 1 0 0 の赤サブ画素 R のガン

マ特性 を示すグラフである。

[ 図4] 横軸 に赤の入力階調 レベルをとり、縦軸 に赤の出力輝度 をとつたグラフ



であり、液晶表示装置 1 0 0 の赤サブ画素 Rのガンマ特性を示すグラフであ

る。

[ 図5] 液晶表示装置 1 0 0 が備える信号変換回路 2 0 の好ましい構成の例を示

すプロック図である。

[ 図6] 信号変換回路 2 0 が有する4 色変換部 2 2 の好ましい構成の例を示すプ

口ック図である。

[ 図7] ( a ) 〜 ( f ) は、入力された三原色映像信号の赤、緑および青の階調

レベル に g 、 b と、抽出される色成分との関係を示す図である。

[ 図8] ( a ) および （b ) は、抽出された色成分の階調振 り分けの例を示す図

である。

[ 図9] 三原色を用いて表示を行う従来の表示装置の色再現範囲を示す X y 色度

図である。

[ 図10] 従来の多原色液晶表示装置 8 0 0 を模式的に示す図である。

[ 図11] 多原色液晶表示装置 8 0 0 の色再現範囲を示す X y 色度図である。

発明を実施するための形態
[0025] 以下、本発明の実施形態を説明するが、それに先立ち、多原色 L C D にお

いて赤やオレンジ色の見映えが悪 くなる理由を説明する。

[0026] この見映えの悪化は、原色を追加 したこと （つまり新たなサブ画素を追加

したこと）によって赤サブ画素の表示する赤の相対輝度が低下することに起

因する。例えば、原色として黄を追加 した場合、つまり、赤サブ画素、緑サ

プ画素、青サブ画素および黄サブ画素によって 1 つの画素が構成される場合

、赤の相対輝度は半分以下に低下する。具体的には、画素によって表示され

る白 （最高階調の白）の輝度を 1 0 0 % とすると、赤サブ画素によって表示

される赤 （最高階調の赤）の輝度は、三原色 L C Dでは約 2 4 %であったの

対 し、黄サブ画素が追加された多原色 L C Dでは約 1 1 %であり、約 0 . 4

6 倍となる。

[0027] 上述 したように赤の相対輝度が低下する要因は、 3 つある。

[0028] 1 つ目の要因は、画素内で赤サブ画素が占める面積の割合 （面積比）の低



下である。黄サブ画素を追加すると、画素を構成するサブ画素の個数が 3 か

ら4 に増加するので、各サブ画素の面積が互いに略等 しい場合、赤サブ画素

の面積比は 0 . 7 5 倍 となる。

[0029] 2 つ目の要因は、赤カラ一フィルタの相対的な Y 値の低下である。黄カラ

—フィルタを追加すると、黄カラ一フィルタの光透過率は高い （つまりY 値

が高い）ので、カラ一フィルタ全体の Y 値が高 くなる。そのため、赤カラ一

フィルタの相対的な Y 値が低下 し、約 0 . 8 5 倍 となる。

[0030] 3 つ目の要因は、バ ックライ 卜の発光スぺク トルにおける赤領域の強度の

低下である。黄サブ画素を追加する場合、ホワイ 卜バ ラ ンスを保っために、

ノくッ クライ 卜の発光スぺク トルにおける青領域の強度を高 くする。そのため

、赤領域の強度が低下 し、約 0 . 7 2 倍 となる。

[0031 ] 上述の 3 つの要因か ら、赤の相対輝度は約 0 . 4 6 ( = 0 . 7 5 X 0 . 8

5 X 0 . 7 2 ) 倍 となるので、三原色 L C D における赤の輝度が約 2 4 % で

あるのに対 し、黄サプ画素が追加された多原色 L C D における赤の輝度は約

1 % である。 このように、赤サブ画素によって表示される赤の相対輝度が

低下 し、その結果、画素によって表示される赤やオ レンジ色の見映えが悪 く

なる。そのため、単に三原色映像信号を多原色映像信号に変換するだけでは

(例えば特許文献 2 や特許文献 3 の方法を用いて信号変換を行 うだけでは）

十分に高い表示品位を実現することができない。

[0032] 本発明は、本願発明者が見出 した上記知見に基づいてなされたものである

。以下、図面を参照 しなが ら本発明の実施形態を説明する。なお、本発明は

以下の実施形態に限定されるものではない。

[0033] 図 1 に、本実施形態における液晶表示装置 1 0 0 を示す。液晶表示装置 1

0 0 は、図 1 に示すように、液晶表示パネル 1 0 と、信号変換回路 2 0 とを

備え、 4 つの原色を用いてカラ一表示を行 う多原色 L C D である。

[0034] 液晶表示パネル 1 0 は、マ トリクス状に配列された複数の画素を有する。

複数の画素のそれぞれは、 4 つのサブ画素によって構成されている。図 2 (

a ) に、液晶表示パネル 1 0 の 1 つの画素の具体的な構成を示す。図 2 ( a



) に示すように、赤を表示する赤サブ画素 R、緑を表示する緑サブ画素G、

青を表示する青サブ画素 B および黄を表示する黄サブ画素Y e によって 1 つ

の画素が構成されている。

[0035] 図 2 ( a ) には、画素内で4 つのサブ画素が 1行 4 列に配置されている構

成を例示 しているが、図 2 ( b ) に示すように、画素内で赤サブ画素 R、緑

サブ画素G、青サブ画素 B および黄サブ画素Y e が 2 行 2 列に （すなわちマ

卜リクス状に）配置されていてもよい。図 2 ( a ) および （b ) に示すよう

に、本実施形態では、赤サブ画素 R、緑サブ画素G、青サブ画素 B および黄

サブ画素Y e の面積は互いに略等 しい。

[0036] なお、図 2 ( a ) には、画素内で左側から右側に向かって赤サブ画素 R、

緑サプ画素G、青サプ画素 B および黄サプ画素Y e がこの順で配置されてい

る構成を例示 しており、図 2 ( b ) には、画素内で左上から時計回りに赤サ

プ画素 R、緑サプ画素G、黄サプ画素Y e および青サプ画素 B がこの順で配

置されている構成を例示 しているが、画素内におけるサプ画素の配置はこれ

に限定されない。画素内で赤サブ画素 R、緑サブ画素G、青サブ画素 B およ

び黄サプ画素Y e がどのような順番で配置されていてもよい。

[0037] 信号変換回路 2 0 は、入力された三原色映像信号を多原色映像信号に変換

する。信号変換回路 2 0 によって生成される多原色映像信号は、より具体的

には、赤サプ画素 Rによって表示される赤、緑サプ画素G によって表示され

る緑、青サブ画素 B によって表示される青および黄サブ画素Y e によって表

示される黄に対応 した4 色映像信号である。

[0038] 信号変換回路 2 0 は、例えば、赤、緑および青のそれぞれの輝度を示すR

G B フォーマ ッ トの三原色映像信号を、赤、緑、青および黄のそれぞれの輝

度を示す4 色映像信号に変換する。なお、三原色映像信号のフォ一マットは

、 R G B フ才一マットに限定されるわけではなく、X Y Z フ才一マットやY

C r C b フォーマットなどであってもよい。三原色映像信号は、どのような

フ才一マツ卜であっても、赤、緑および青の階調 レベル を直接的または間接

的に示すので、三原色の赤、緑および青の階調 レベルをそれぞれ r 、 g 、 b



と した とき、 （r, g, b) と表 され る。 三原色 映像信 号 が、 各原色 につ いて 8

ビッ トを割 り当て られ たデ ジ タル信 号 であ る場合、 r 、 g 、 b は それ ぞれ 0

以上 2 5 5 以 下 の整数 であ る。

[0039] 液 晶表 示パ ネル 1 0 は、信 号変換 回路 2 0 によ って生成 され た 4 色 映像信

号 を受 け取 り、 4 色 映像信 号 に応 じた色 が各画素 によ って表 示 され る。液 晶

表 示パ ネル 1 0 の表 示 モー ドと して は、種 々の表 示 モー ドを用 い る ことがで

き、例 えば、 広視 野角特性 を実現 し得 る垂 直配 向 モー ド （V A モー ド） を好

適 に用 い る ことがで きる。

[0040] 垂 直配 向 モ一 ドと して は、具 体 的 には、特 開平 1 1 — 2 4 2 2 2 5 号 公報

に開示 され て い るM V A (Mu Lt i -doma i n Vert i ca l A l i gnment) モ ー ドや、特

開 2 0 0 3 — 4 3 5 2 5 号 公報 に開示 され て い る C P A (Cont i nuous P i nwhe

e L A l i gnment) モー ドを用 い る ことがで きる。 M V A モー ドや C P A モー ド

のパ ネル は、 電圧無 印加 時 に液 晶分 子 が基板 に対 して垂 直 に配 向す る垂 直配

向型 の液 晶層 を備 えて お り、 各 サ ブ画素 内で電圧 印加 時 に液 晶分 子 が複数 の

方位 に傾斜 す る ことによ って、 広視 野角 の表 示 が実現 され る。 勿論、 T N (T

wi sted Nemat i c ) モ ー ドや I P S (In-P Lane Swi tch i ng) モー ド、 F F S ( F

r i nge F i e l d Swi tch i ng) モー ドな どの他 の表 示 モー ドを用 いて もよい。

[0041 ] あ るいは、 P S A 技術 (Po lymer Susta i ned A l i gnment Techno logy) を用

い る ことも好 ま しい。 P S A 技術 は、例 えば、特 開 2 0 0 2 _ 3 5 7 8 3 0

号 公報、特 開 2 0 0 3 _ 1 7 7 4 8 号 公報 お よび特 開 2 0 0 6 — 7 8 9 6

8 号 公報 に開示 され て い る。 P S A 技術 は、液 晶材料 中 に少量 の重合性 化合

物 （例 えば光重合性 モ ノマ また はオ リゴマ） を混 入 して お き、液 晶 セル を組

み立 てた後、液 晶層 に所 定 の電圧 を印加 した状 態 で重合性 材料 に活性 エ ネル

ギ一線 （例 えば紫外線 ） を照射 し、 生成 され る重合体 によ って、液 晶分 子 の

プ レチル 卜方 向 を制御 す る技術 であ る。 重合体 が生成 され る ときの液 晶分 子

の配 向状 態 が、 電圧 を取 り去 った後 （電圧 を印加 しな い状 態 ） において も維

持 （記憶 ） され る。 重合体 で形成 され る層 を、 こ こで は配 向維 持層 とい うこ

とにす る。 配 向維 持層 は、 配 向膜 の表 面 （液 晶層側 ） に形成 され るが、 配 向



膜 の表 面 を覆 う膜 の形 態 を とる必 要 は必 ず しも無 く、 重 合 体 の粒 子 が離 散 的

に存 在 す る形 態 で あ つて も よ い。

[0042] 本 実 施 形 態 に お け る液 晶表 示 装 置 1 0 0 で は、 信 号 変 換 回路 2 0 が、 三 原

色 映像 信 号 を単 純 に 4 色 映像 信 号 に変 換 す るだ けで な く、 4 色 映像 信 号 の レ

ベ ル を調 整 す る。

[0043] 具 体 的 に は、 信 号 変 換 回路 2 0 は、 （255, 255, 255) と表 され る三 原 色 映

像 信 号 が 入 力 され た と きに画 素 に よ って表 示 され る 白 （つ ま り最 高 階調 の 白

) の輝 度 を 1 0 0 % とす る と、 （1 86, 0, 0 ) と表 され る三 原 色 映像 信 号 が 入

力 され た と き、 赤 サ ブ画 素 R に よ って表 示 され る赤 の輝 度 が 6 . 5 % 以 上 に

な る よ うに、 4 色 映像 信 号 の レベ ル を調 整 す る。 また、 信 号 変 換 回路 2 0 は

、 （223, 0, 0 ) と表 され る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と き、 赤 サ ブ画 素 R

に よ って表 示 され る赤 の輝 度 が 9 . 7 % 以 上 にな る よ うに、 4 色 映像 信 号 の

レベ ル を調 整 す る。

[0044] 信 号 変 換 回路 2 0 が 上 述 した よ うに 4 色 映像 信 号 の レベ ル を調 整 す る こ と

に よ り、 見 映 え の よ い赤 や オ レンジ色 を表 示 す る こ とが可 能 にな る。 以 下、

この理 由 を図 3 ( a ) お よび （b ) を参 照 しな が ら説 明 す る。 図 3 ( a ) お

よび （b ) は、 横 軸 に三 原 色 映像 信 号 が示 す 赤 の 階調 レベ ル r ( 「赤 の 入 力

階調 レベ ル 」 ） を と り、 縦 軸 に赤 サ ブ画 素 R に よ って表 示 され る赤 の輝 度 （

「赤 の 出力輝 度 」 ） を と つた グ ラ フで あ り、 本 発 明 の 好 適 な実 施 形 態 に お け

る液 晶表 示 装 置 1 0 0 の 赤 サ ブ画 素 R の ガ ンマ特 性 を示 す。 図 3 ( a ) お よ

び （b ) に は、 比 較 例 と して、 信 号 変 換 回路 2 0 が 4 色 映像 信 号 の レベ ル の

調 整 を行 わ な い （つ ま り単 純 な信 号 変 換 の み が行 わ れ る） 場 合 の 赤 サ ブ画 素

R の ガ ンマ特 性 も示 され て い る。 また、 図 3 ( a ) お よび （b ) に は、 参 考

例 と して、 赤 サ ブ画 素 R の最 大輝 度 が 1 3 % とな る よ うな仮 想 的 な 多 原 色 L

C D に お け る赤 サ ブ画 素 R の ガ ンマ特 性 も示 され て い る。

[0045] 本 願 発 明者 は、 赤 サ ブ画 素 R の輝 度 と、 画 素 に よ って表 示 され る赤 ゃ 才 レ

ンジ色 の 見 映 え との 関係 を検 証 した結 果 、 赤 サ ブ画 素 R の ガ ンマ特 性 を、 赤

サ プ画 素 R の最 大輝 度 を 1 3 % まで仮 想 的 に増 大 させ た と きの ガ ンマ特 性 に



合 わ せ る と、 赤 ゃ 才 レンジ色 の 見 映 え が許 容 で きる程 度 に改 善 す る こ とが わ

か った。

[0046] 図 3 ( a ) お よび （b ) に示 され て い る よ うに、 本 実 施 形 態 に お け る液 晶

表 示 装 置 1 0 0 の 赤 サ ブ画 素 R の ガ ンマ特 性 は、 比 較 例 の ガ ンマ特 性 （いわ

ば本 来 の ガ ンマ特 性 ） よ りも高輝 度 側 に シ フ トして お り、 ほ とん どの 階調 で

参 考 例 の ガ ンマ特 性 （最 大輝 度 1 3 % の と きの ガ ンマ特 性 ） に一 致 して い る

。 そ の た め、 （1 86, 0, 0 ) と表 され る三 原 色 映像 信 号 が 入 力 され た と き、 つ

ま り、 赤 の 入 力 階調 レベ ル が 1 8 6 で あ る と き、 図 3 ( a ) に示 す よ うに、

赤 の 出力輝 度 は、 本 来 で あ れ ば比 較 例 と同 じ 5 . 5 % で あ るが、 実 際 に は参

考 例 と同 じ 6 . 5 % で あ る。 また、 （223, 0, 0 ) と表 され る三 原 色 映像 信 号

が 入 力 され た と き、 つ ま り、 赤 の 入 力 階調 レベ ル が 2 2 3 で あ る と き、 図 3

( b ) に示 す よ うに、 赤 の 出力輝 度 は、 本 来 で あ れ ば比 較 例 と同 じ 8 . 2 %

で あ るが、 実 際 に は参 考 例 と同 じ 9 . 7 % で あ る。

[0047] 赤 や オ レンジ色 の 見 映 え の悪 化 は、 例 え ば、 マ クベ ス チ ヤ一 卜の 1 5 . R

e d や 7 . O r a n g e を表 示 す る と きに顕 著 で あ る。 従 来 の よ うに単 な る

信 号 変 換 を行 った場 合 、 1 5 . R e d は輝 度 不 足 で 見 映 え が悪 く、 7 . O r

a n g e は色 味 が黄 側 に シ フ 卜して 見 映 え が悪 い。 マ クベ ス チ ヤ一 卜の 1 5

. R e d は、 （1 86, 70, 73) と表 され る三 原 色 映像 信 号 に対 応 し、 7 . O r

a n g e は、 （223, 141 , 57) と表 され る三 原 色 映像 信 号 に対 応 す る。 そ の

た め、 本 実 施 形 態 の よ うに、 マ クベ ス チ ヤ一 卜の 1 5 . R e d お よび / また

は 7 . O a n g e に対 応 す る赤 の 入 力 階調 レベ ル （1 8 6 お よび / また は

2 2 3 ) に お い て、 4 色 映像 信 号 の レベ ル 調 整 に よ って 赤 の 出力輝 度 を許 容

値 まで増 加 させ る こ とに よ り、 見 映 え の よ い赤 や オ レンジ色 を表 示 す る こ と

が可 能 にな る。

[0048] こ こで、 赤 の 出力輝 度 を許 容 値 まで増 加 させ るた め に 4 色 映像 信 号 の 赤 の

階調 レベ ル を どの程 度 高 くす るの か説 明 す る。

[0049] ガ ンマ値 が ご く一般 的 な 2 . 2 で あ る場 合 、 赤 の最 大輝 度 を A (%) とす

る と、 X 階調 に お け る赤 の輝 度 L R x (%) は、 下 記 式 （1 ) で表 され る。



L R = A ( X / 2 5 5 ) . 4 ( )

[0050] 従 って、赤の最大輝度が 1 1 % である場合、赤の入力階調 レベルが 1 8 6

であるときの赤の輝度 L R 186は、下記式 （2 ) で表 されるように、 5 . 5 % と

なる。

L 5 . 5 ( 2 )

[0051 ] これに対 し、赤の最大輝度が 1 3 % である場合、赤の入力階調 レベルが 1

8 6 であるときの赤の輝度 L R 186は、下記式 （3 ) で表 されるように、 6 . 5

% である。

L R 1 = 1 3 ( 1 8 6 / 2 5 5 ) 4 6 . 5 ( 3 )

[0052] そのため、赤の最大輝度が 1 1 % である液晶表示パネル 1 0 で、 6 . 5 %

の輝度を実現できる階調 X ，は、下記式 （4 ) か ら算出されるように 2 0 1 で

ある。

6 . 5 = ( Χ 5 5 ) 歸 ( 4 )

[0053] 従 って、信号変換回路 2 0 は、赤の階調 レベル r が 1 8 6 である三原色映

像信号が入力されたとき、 4 色映像信号の赤の階調 レベルを 2 0 に調整す

る （増加させる）ことによって、赤サブ画素 R によって表示される赤の輝度

を、本来の 5 . 5 % か ら6 . 5 % に高 くすることができる。

[0054] また、赤の最大輝度が 1 1 % である場合、赤の入力階調 レベルが 2 2 3 で

あるときの赤の輝度 L R 223は、下記式 （5 ) で表 されるように、 8 . 2 % とな

る。

L R 223 = ( 2 2 3 / 2 5 5 ) 細 = 8 . 2 ( 5 )

[0055] これに対 し、赤の最大輝度が 1 3 % である場合、赤の入力階調 レベルが 2

2 3 であるときの赤の輝度 L R 223は、下記式 （6 ) で表 されるように、 9 . 7

% である。

L R 223 = 1 3 ( 2 2 3 / 2 5 5 ) 細 = 9 . 7 ( 6 )

[0056] そのため、赤の最大輝度が 1 1 % である液晶表示パネル 1 0 で、 9 . 7 %

の輝度を実現できる階調 X 2は、下記式 （7 ) か ら算出されるように 2 4 1 で

ある。



9 . 7 = 1 1 ( X 2/ 2 5 5 ) . 4 ( 7 )

[0057] 従 って、信号変換回路 2 0 は、赤の階調 レベル r が 2 2 3 である三原色映

像信号が入力されたとき、 4 色映像信号の赤の階調 レベルを 2 4 に調整す

る （増加させる） ことによって、赤サブ画素 R によって表示される赤の輝度

を、本来の 8 . 2 % か ら9 . 7 % に高 くすることができる。

[0058] なお、図 3 には、赤サブ画素 R のガンマ特性 を、最大輝度 1 3 % のときの

ガンマ特性 に一致させる例 を示 しているが、赤やオ レンジ色の見映えをさら

に良 くするために、赤サブ画素 R の輝度 をさらに高 くしてもよ く、赤サブ画

素 R のガンマ特性 を、最大輝度が 1 3 % を超えるときのガンマ特性 に一致さ

せてもよい。つまり、赤の入力階調 レベルが 1 8 6 であるとき、赤の出力輝

度が 6 . 5 % を超えるように4 色映像信号の レベル調整 を行 ってもよい し、

赤の入力階調 レベルが 2 2 3 であるとき、赤の出力輝度が 9 . 7 % を超える

ように4 色映像信号の レベル調整 を行 ってもよい。

[0059] また、図 3 に例示 しているように、 1 8 6 および 2 2 3 以外の入力階調 レ

ベルにおいても、赤の出力輝度が増加するような レベル調整 を行 うことが好

ま しい。つまり、信号変換回路 2 0 は、赤の階調 レベル r が 1 8 6 以上であ

る三原色映像信号が入力されたときに赤の輝度が 6 . 5 % 以上になるように

4 色映像信号の レベルを調整することが好ま しく、 また、赤の階調 レベル r

が 2 2 3 以上である三原色映像信号が入力されたときに赤の輝度が 9 . 7 %

以上になるように4 色映像信号の レベルを調整することが好ま しい。

[0060] 表 1 に、赤の入力階調 レベルが 1 8 6 、 2 0 0 、 2 1 0 および 2 2 3 であ

る場合について、赤の出力輝度の本来の値 （レベ ル調整前の値）および許容

値 （レベ ル調整後の値） と、その許容値 を実現するための 4 色映像信号の赤

の階調 レベル とを示す。

[0061 ]



[表 1]

[0062] 表 1 に示すように、赤の入力階調 レベルが 2 0 0 であるとき、赤の出力輝

度を本来の値である6 . 4 %から許容値である 7 . 6 % にするためには、 4

色映像信号の赤の階調 レベルを2 1 6 にすればよい。また、赤の入力階調 レ

ベルが 2 1 0 であるとき、赤の出力輝度を本来の値である 7 . 2 %から許容

値である8 . 5 % にするためには、 4 色映像信号の赤の階調 レベルを2 2 7

にすればよい。赤の入力階調 レベルが 1 8 6 および 2 2 3 であるときについ

ては、既に説明 した通りである。

[0063] なお、図 3 からもわかるように、赤サブ画素 Rのガンマ特性を、すべての

階調について最大輝度 1 3 %のときのガンマ特性に一致させることはできな

し、。具体的には、最高階調 （つまり2 5 5 階調）およびそれに近い階調につ

いては、赤サブ画素 Rのガンマ特性を、最大輝度 1 3 %のときのガンマ特性

に一致させることはできない。これは、どのような信号変換を行うにせよ、

液晶表示パネル 1 0 によって表示される赤の最大輝度自体は、 1 1 %のまま

だからである。

[0064] いっそう高い表示品位を実現する観点からは、少なくとも 1 8 6 以上 2 2

3 以下の入力階調 レベルについて、赤の輝度を許容値以上にする （つまり赤

サブ画素 Rのガンマ特性を最大輝度 1 3 %以上のときのガンマ特性に一致さ

せる）ことが好ましい。つまり、信号変換回路 2 0 は、赤の階調 レベル r が

1 8 6 以上 2 2 3 以下である三原色映像信号が入力されたとき、赤サブ画素

Rによって表示される赤の輝度が 1 3 ( r / 2 5 5 ) ，か 450/ 。以上となるように

、 4 色映像信号のレベルを調整することが好ましい。

[0065] なお、図 3 には、 1 8 6 未満の入力階調 レベルについても、赤サブ画素 R



のガンマ特性が、最大輝度 1 3 %のときのガンマ特性に一致する （つまり赤

の輝度が 1 3 ( r / 2 5 5 ) 0·45 となる）例を示 しているが、図4 に示すよ

うに、 4 色映像信号のレベルを調整 してもよい。図4 に示す例では、 1 8 6

未満の入力階調 レベルでは、赤サブ画素 Rのガンマ特性は、最大輝度 1 3 %

のときのガンマ特性 （参考例）に一致 していないが、赤やオレンジ色の見映

えの悪化が視認されやすい 1 8 6 以上 2 2 3 以下の入力階調 レベルにおいて

、赤サブ画素 Rのガンマ特性が最大輝度 1 3 %のときのガンマ特性 （参考例

) に一致 しているので、実用上十分に高い表示品位を実現することができる

[0066] 続いて、本実施形態における液晶表示装置 1 0 0 が備える信号変換回路 2

0 の具体的な構成を説明する。

[0067] 図 5 に、信号変換回路 2 0 の具体的な構成の例を示す。図 5 に示す信号変

換回路 2 0 は、 4 色変換部 2 2 と、赤レベル調整部 2 4 とを有する。

[0068] 4 色変換部 2 2 は、入力された三原色映像信号に基づいて4 色映像信号を

生成する。ただ し、 4 色変換部 2 2 は、 4 色映像信号のレベル調整を行わな

し、。つまり、 4 色変換部 2 2 により得 られた4 色映像信号が仮にそのまま液

晶表示パネル 1 0 に出力されると、赤の出力輝度は本来の値のままである。

4 色変換部 2 2 において、 4 色映像信号を生成するための具体的な変換アル

ゴリズムとしては、三原色映像信号を多原色映像信号に変換する公知の種々

のアルゴリズ厶を用いることができる。

[0069] 赤 レベル調整部 2 4 は、 4 色変換部 2 2 により得 られた4 色映像信号の赤

の階調 レベルを調整する。赤レベル調整部 2 4 は、例えば、赤の出力輝度の

許容値に対応 した階調 レベルを示すデータを含むルックァップテ一プルを有

することにより、このルックアップテ一プルを参照 して赤の階調 レベルを調

整することができる。勿論、ルックアップテ一プルを参照する代わりに、演

算により階調 レベルの調整を行ってもよい。

[0070] ここで、 4 色変換部 2 2 が4 色映像信号を生成するための変換アルゴリズ

厶の具体例を説明する。 4 色変換部 2 2 の変換アルゴリズムとしては、例え



ば特開 2 0 0 5 - 3 0 3 9 8 9 号公報 に開示されている変換 アル ゴ リズ厶が

好適に用い られる。以下、図 6 を参照 しなが ら、 この変換 アル ゴ リズムを説

明する。

[0071 ] 図 6 は、 4 色変換部 2 2 の具体的な構成の一例 を示すプロック図である。

図 6 に示す 4 色変換部 2 2 は、色成分抽出部 2 2 a と、階調振分部 2 2 匕と

か ら構成 されている。

[0072] 色成分抽出部 2 2 a は、入力された三原色映像信号か ら、 7 つの色成分、

より具体的には、赤成分、緑成分、青成分、黄成分、マゼンタ成分、シ ア ン

成分および白成分を抽出する。色成分の抽出は、以下のように して行われる

[0073] 三原色映像信号は、赤、緑および青の階調 レベル r 、 g 、 b の大小関係 に

基づいて 6 つのパター ンに分類 される。例えば、三原色映像信号は以下のパ

ターン （1 ) ~ ( 6 ) に分類 される。

( 1 ) ≥ g ≥ b

( 2 ) r ≥ b > g

( 3 ) b > r ≥ g

( 4 ) b > g > r

( 5 ) g ≥ b > r

( 6 ) g > r ≥ b

[0074] 赤成分、緑成分、青成分、黄成分、マゼンタ成分、シ ア ン成分および白成

分の階調 レベルをそれぞれ r 0、 g 0、 b 0、 y 0、 m 0、 c 0、 w 0と したとき、各

色成分の階調 レベルは、パターンごとに以下のように して算出される。

[0075] [ パ ターン （1 ) の場合 ]

r g b の場合、図 7 ( a ) に示すように、赤の階調 レベル r と緑の階

調 レベル g との差分が赤成分の階調 レベル r 0となる （つまり r 0= r _ g ) 。

また、緑の階調 レベ ル g と青の階調 レベ ル b との差分が黄成分の階調 レベ ル

y 0となる （つまりy 0= g _ b ) 。 さらに、青の階調 レベル b が白成分の階調

レベル w 0となる （つまりw 0= b ) 。緑成分、青成分、マゼンタ成分およびシ



アン成分の階調レベルg 0、 b 0、m0、c 0はそれぞれ0 となる （つまりg 0= b 0

= m0= c = 0 ) 。

[0076] [パターン （2 ) の場合]

r b > g の場合、図7 ( b ) に示すように、赤の階調レベル r と青の階

調レベルb との差分が赤成分の階調レベル r 0となる （つまり r 0= r _ b ) 。

また、青の階調レベルb と緑の階調レベルg との差分がマゼンタ成分の階調

レベルm0となる （つまりm0= b _ g ) 。さらに、緑の階調レベルgが白成分

の階調レベルw 0となる （つまりw 0= g ) 。緑成分、青成分、黄成分およびシ

アン成分の階調レベルg 0、 b 0、y 0、c 0はそれぞれ0 となる （つまりg 0= b 0

= y = c = 0 ) 。

[0077] [パターン （3 ) の場合]

b > r g の場合、図7 ( c ) に示すように、青の階調レベルb と赤の階

調レベル r との差分が青成分の階調レベルb 0となる （つまりb 0= b _ r ) 。

また、赤の階調レベル r と緑の階調レベルg との差分がマゼンタ成分の階調

レベルm0となる （つまりm0= r _ g ) 。さらに、緑の階調レベルgが白成分

の階調レベルw 0となる （つまりw 0= g ) 。赤成分、緑成分、黄成分およびシ

アン成分の階調レベル r 0、 g 0、y 0、c 0はそれぞれ0 となる （つまり r 0= g 0

= y = c = 0 ) 。

[0078] [パターン （4 ) の場合]

b > g > r の場合、図7 ( d ) に示すように、青の階調レベルb と緑の階

調レベルg との差分が青成分の階調レベルb 0となる （つまりb 0= b _ g ) 。

また、緑の階調レベルg と赤の階調レベル r との差分がシアン成分の階調レ

ベルc 0となる （つまりc 0= g _ r ) 。さらに、赤の階調レベル r が白成分の

階調レベルw 0となる （つまりw 0= r ) 。赤成分、緑成分、黄成分およびマゼ

ンタ成分の階調レベル r 0、 g 0、y 0、m0はそれぞれ0 となる （つまり r 0= g 0

= y = = 0 ) 。

[0079] [パターン （5 ) の場合]

g b > r の場合、図7 ( e ) に示すように、緑の階調レベルg と青の階



調 レベル b との差分が緑成分の階調 レベル g 0となる （つまり g 0= g _ b ) 。

また、青の階調 レベル b と赤の階調 レベル r との差分がシァン成分の階調 レ

ベル c 0となる （つまり c 0= b _ r ) 。 さ らに、赤の階調 レベル r が白成分の

階調 レベル w 0となる （つまりw 0= r ) 。赤成分、青成分、黄成分およびマゼ

ンタ成分の階調 レベル r 0、 b 0、 y 0、 m 0はそれぞれ 0 となる （つまり r 0= b 0

= y = = 0 ) 。

[0080] [ パ ターン （6 ) の場合 ]

g > r b の場合、図 7 ( f ) に示すように、緑の階調 レベル g と赤の階

調 レベル r との差分が緑成分の階調 レベル g 0となる （つまり g 0= g _ r ) 。

また、赤の階調 レベル r と青の階調 レベル b との差分が黄成分の階調 レベル

y 0となる （つまり y 0= r _ b ) 。 さ らに、青の階調 レベル b が白成分の階調

レベル w 0となる （つまりw 0= b ) 。赤成分、青成分、マゼンタ成分およびシ

アン成分の階調 レベル r 0、 b 0、 m 0、 c 0はそれぞれ 0 となる （つまり r 0= b 0

= m 0= c = 0 ) 。

[0081 ] このように して算出された各色成分の階調 レベルは、関連するサブ画素に

振 り分けられる。赤成分の階調 レベル r 0は、赤の表示に寄与するサブ画素で

ある赤サブ画素 R に振 り分けられる。緑成分の階調 レベル g 0は、緑の表示に

寄与するサブ画素である緑サブ画素 G に振 り分けられる。青成分の階調 レベ

ル b 0は、青の表示に寄与するサブ画素である青サブ画素 B に振 り分けられる

。黄成分の階調 レベル y 0は、黄の表示に寄与するサブ画素である赤サブ画素

R、緑サブ画素 G および黄サブ画素 Y e に振 り分けられる。マゼンタ成分の

階調 レベル m 0は、マゼンタの表示に寄与するサプ画素である赤サブ画素 R お

よび青サブ画素 B に振 り分けられる。 シ ア ン成分の階調 レベル c 0は、 シ ア ン

の表示に寄与するサプ画素である緑サプ画素 G および青サプ画素 B に振 り分

けられる。 白成分の階調 レベル w 0は、 白の表示に寄与するサブ画素である赤

サブ画素 R、緑サブ画素 G、青サブ画素 B および黄サブ画素 Y e (つまりす

ベてのサブ画素）に振 り分けられる。

[0082] 従 って、 4 色映像信号が示す赤、緑、青および黄の階調 レベル （出力階調



レベル）をそれぞれ 、 g l b l y ，とすると、赤、緑、青および黄の出力

階調レベル 、 g l b l y iは、下記式 （8 ) 〜 ( 1 1 ) で表される。

= r + y + m + w ( 8 )

9 = 9 ø+ y ø+ c + w ( 9 )

= b + m + c + w ( 1 0 )

y = y + ( 1 1 )

[0083] 図8 ( a ) に、パターン （1 ) の場合 （より厳密にはパターン （1 ) のう

ち r > g > b の場合）の階調振り分けを模式的に示す。この場合、入力され

た三原色映像信号から抽出される色成分は、図8 ( a ) の左側に示している

ように、赤成分、黄成分および白成分である。そのため、赤の出力階調レべ

ル は、図8 ( a ) の右側に示しているように、赤成分の階調レベル r 0、黄

成分の階調レベル y 0および白成分の階調レベルw 0の和である （つまり = r

+ y + w ) 。同様に、緑の出力階調レベル g，は、黄成分の階調レベル y 0お

よび白成分の階調レベルw 0の和である （つまりg，= y 0+ w 0) 。また、青の

出力階調レベル は、白成分の階調レベルw 0であり （つまり 、黄

の出力階調レベル y ，は、黄成分の階調レベル y 0および白成分の階調レベルw 0

の和である （つまりy ，= y 0+ w 0) 。

[0084] 図8 ( b ) に、パターン （4 ) の場合の階調振り分けを模式的に示す。こ

の場合、入力された三原色映像信号から抽出される色成分は、図8 ( b ) の

左側に示しているように、青成分、シアン成分および白成分である。そのた

め、赤の出力階調レベル は、図8 ( b ) の右側に示しているように、白成

分の階調レベルw 0である （つまり = w 0) 。同様に、緑の出力階調レベル g

，は、シアン成分の階調レベル c 0および白成分の階調レベルw 0の和である （つ

まりg c a+ w 。また、青の出力階調レベル は、青成分の階調レベル

b 0、シアン成分の階調レベル c 0および白成分の階調レベルw 0の和であり （つ

まりん= b 0+ c 0+ w 0) 、黄の出力階調レベル y iは、白成分の階調レベルw 0

である （つまりy w 。

[0085] なお、ここで説明した （式 （8 ) ~ ( 1 1 ) で示される）階調の振り分け



方は、もっとも単純な例であり、特開 2 0 0 5 —3 0 3 9 8 9 号公報に開示

されているような改変を適宜行ってもよい。

産業上の利用可能性

[0086] 本発明による多原色液晶表示装置は、高品位の表示を行うことができるの

で、液晶テレビをはじめとする種々の電子機器に好適に用いられる。

符号の説明

[0087] 0 液晶表示パネル

0 信号変換回路

2 2 4 色変換部

2 a 色成分抽出部

2 b 階調振分部

2 4 赤 レベル調整部

0 0 液晶表示装置

赤サプ画素

G 緑サプ画素

B 青サプ画素

Y e 黄サブ画素



請求の範 囲

[ 請 求 項 1 ] 赤 サ ブ画 素 、 緑 サ ブ画 素 、 青 サ ブ画 素 お よ び 黄 サ ブ画 素 か ら構 成 さ

れ た 画 素 を有 す る液 晶 表 示 / 《ネ ル を 備 え た 多 原 色 液 晶 表 示 装 置 で あ つ

て 、

入 力 さ れ た 三 原 色 映 像 信 号 を、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ って 表 示 さ れ る

赤 、 前 記 緑 サ ブ画 素 に よ って 表 示 さ れ る緑 、 前 記 青 サ ブ画 素 に よ って

表 示 さ れ る青 お よ び 前 記 黄 サ プ画 素 に よ って 表 示 さ れ る黄 に対 応 した

4 色 映 像 信 号 に変 換 す る信 号 変 換 回 路 を さ らに備 え、

前 記 信 号 変 換 回 路 に 入 力 さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 を、 三 原 色 の 赤 、 緑

お よ び 青 の 階 調 レベ ル r 、 g、 b ( そ れ ぞ れ 0 以 上 2 5 5 以 下 の 整 数 で

あ る ） を 用 い て （r, g , b ) と表 し、 （255, 255, 255) と表 さ れ る 三

原 色 映 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き に前 記 画 素 に よ って 表 示 さ れ る 白 の 輝

度 を 1 0 0 % とす る と、

前 記 信 号 変 換 回 路 は、 （1 86, 0 , 0 ) と表 さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 が

入 力 さ れ た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ って 表 示 さ れ る 赤 の 輝 度 が 6 .

5 % 以 上 に な る よ う に、 4 色 映 像 信 号 の レベ ル を調 整 す る 多 原 色 液 晶

表 示 装 置 。

[ 請 求 項 2 ] 前 記 信 号 変 換 回 路 は、 （223, 0 , 0 ) と表 さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 が

入 力 さ れ た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ って 表 示 さ れ る 赤 の 輝 度 が 9 .

7 % 以 上 に な る よ う に、 4 色 映 像 信 号 の レベ ル を調 整 す る請 求 項 1 に

記 載 の 多 原 色 液 晶 表 示 装 置 。

[ 請 求 項 3 ] 赤 サ ブ画 素 、 緑 サ ブ画 素 、 青 サ ブ画 素 お よ び 黄 サ ブ画 素 か ら構 成 さ

れ た 画 素 を有 す る液 晶 表 示 / 《ネ ル を 備 え た 多 原 色 液 晶 表 示 装 置 で あ つ

て 、

入 力 さ れ た 三 原 色 映 像 信 号 を、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ って 表 示 さ れ る

赤 、 前 記 緑 サ ブ画 素 に よ って 表 示 さ れ る緑 、 前 記 青 サ ブ画 素 に よ って

表 示 さ れ る青 お よ び 前 記 黄 サ プ画 素 に よ って 表 示 さ れ る黄 に対 応 した

4 色 映 像 信 号 に変 換 す る信 号 変 換 回 路 を さ らに備 え、



前 記 信 号 変 換 回 路 に 入 力 さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 を、 三 原 色 の 赤 、 緑

お よ び 青 の 階 調 レベ ル r、 g、 b ( そ れ ぞ れ 0 以 上 2 5 5 以 下 の 整 数 で

あ る ） を 用 い て （r, g , b ) と表 し、 （255, 255, 255) と表 さ れ る 三

原 色 映 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き に前 記 画 素 に よ っ て 表 示 さ れ る 白 の 輝

度 を 1 0 0 % と す る と、

前 記 信 号 変 換 回 路 は 、 （223, 0 , 0 ) と表 さ れ る 三 原 色 映 像 信 号 が

入 力 さ れ た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ っ て 表 示 さ れ る 赤 の 輝 度 が 9 .

7 % 以 上 に な る よ う に、 4 色 映 像 信 号 の レベ ル を調 整 す る 多 原 色 液 晶

表 示 装 置 。

前 記 信 号 変 換 回 路 は 、 赤 の 階 調 レベ ル r が 1 8 6 以 上 で あ る 三 原 色

映 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ っ て 表 示 さ れ る 赤 の

輝 度 が 6 . 5 % 以 上 に な る よ う に、 4 色 映 像 信 号 の レベ ル を調 整 す る

請 求 項 1 か ら 3 の い ず れ か に 記 載 の 多 原 色 液 晶 表 示 装 置 。

前 記 信 号 変 換 回 路 は 、 赤 の 階 調 レベ ル r が 2 2 3 以 上 で あ る 三 原 色

映 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ っ て 表 示 さ れ る 赤 の

輝 度 が 9 . 7 % 以 上 に な る よ う に、 4 色 映 像 信 号 の レベ ル を調 整 す る

請 求 項 1 か ら 4 の い ず れ か に 記 載 の 多 原 色 液 晶 表 示 装 置 。

前 記 信 号 変 換 回 路 は 、 赤 の 階 調 レベ ル r が 1 8 6 以 上 2 2 3 以 下 で

あ る 三 原 色 映 像 信 号 が 入 力 さ れ た と き、 前 記 赤 サ ブ画 素 に よ っ て 表 示

さ れ る 赤 の 輝 度 が 1 3 ( r / 2 5 5 ) 0·45 以 上 と な る よ う に、 4 色

映 像 信 号 の レベ ル を調 整 す る 請 求 項 1 か ら 5 の い ず れ か に 記 載 の 多 原

色 液 晶 表 示 装 置 。

前 記 赤 サ ブ画 素 、 前 記 緑 サ ブ画 素 、 前 記 青 サ ブ画 素 お よ び 前 記 黄 サ

プ画 素 の 面 積 は 互 い に 略 等 しい 請 求 項 1 か ら 6 の い ず れ か に 記 載 の 多

原 色 液 晶 表 示 装 置 。

前 記 信 号 変 換 回 路 は 、 入 力 さ れ た 三 原 色 映 像 信 号 に 基 づ い て 4 色 映

像 信 号 を 生 成 す る 4 色 変 換 部 と、 前 記 4 色 変 換 部 に よ り得 られ た 4 色

映 像 信 号 の 赤 の 階 調 レベ ル を調 整 す る 赤 レベ ル 調 整 部 と、 を有 す る 請



求項 1 か ら 7 のいずれかに記載の多原色液晶表示装置。
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